
院外におけるビスホスホネート製剤使用患者のフォローアップ体制 
現在骨粗鬆症治療薬としてビスホスホネート製剤を開始してもなかなか継続できず、骨折

してしまう高齢者が多くいます。ビスホスホネート製剤の継続率向上のために、院外薬局で

1 年間フォローアップ体制を取ってもらうことになりました。フォローアップ体制の流れ

について以下のパターンになると考えられます。 

 

＜院外処方からビスホスホネート製剤(内服時間：起床時)が開始となる場合＞ 

 

①ビスホスホネート製剤指導依頼書・指導報告書（初回）に必要事項を記入し院外処方箋と

一緒に患者・家族に渡し、かかりつけの薬局へ持参 

 

②患者・家族がかかりつけ薬局に依頼書と院外処方箋を提出。薬局薬剤師から 1年間の 

フォロー体制を受けることについての同意有無を確認 

 

    同意が取れた場合  

    ③依頼書：必要箇所にチェックを入れ、日付・署名を依頼書に記入 

    ④報告書(初回)：必要事項を記入、チェック 

    ⑤依頼書・報告書(初回)を FAX で薬剤部へ送信 

    ※次回以降の外来受診時はかかりつけ薬局から薬剤部へ FAX を送信 

 

    ⑥FAX を受け取ったら 1 部コピー（薬剤部保管用） 

     

 

⑦受け取った FAXは整形外科外来に渡し、外来で保管 

 ※紙カルテ・電子カルテへの取り込みどちらかの方法で保管 

 

 

同意が取れなかった場合 

③´依頼書：必要箇所にチェックを入れ、日付・署名を依頼書に記入 

④´依頼書を FAXで薬剤部へ送信 

 

⑤´FAXを受け取ったら 1 部コピー（薬剤部保管用） 

 

    ⑥´受け取った FAXは整形外科外来に渡し、保管 
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＜外来受診直前の入院中(手術有)にボノテオ 50mg の処方がある場合＞ 

⇒院外でビスホスホネート製剤が開始された場合と同じ流れです。 

※他院からもともと継続し、当院入院中もボノテオを継続していた患者に指導依頼書・初回

報告書を渡してしまった場合はかかりつけ薬局でフォロー対象外として対応してください。 

 

＜ビスホスホネート製剤(起床時内服)開始済で長期内服中の場合＞ 

フォロー対象外：指導依頼書・指導報告書渡さなくて良いです。 

 

指導依頼書・報告書見本 
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